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※経由団体：各個社の意見がどの団体を経由して提出されたかを表したものであり、表示団体を代表する「主張」「総意」等を意味するものではありません。 
貿易・投資円滑化ビジネス協議会 

ウクライナにおける問題点と要望 
 

区分 意見元 No 問題点 問題点内容 要望 準拠法 

9輸出入規制・関
税・通関規制 

自動部品 (1) 関税免除手続の複
雑 

・EU・ウクライナ間の協定に基づく、ウクライナ側での関税免除手続きが複雑であ
る（弊社では、ポーランドからウクライナへ原料を支給、ウクライナで加工後、ポ

ーランドに輸入するビジネススキームを展開中）。 

・関税免除手続きの簡素化。 ・包括的自由貿易協定

(DCFTA)を含む連合協定 

16雇用 自動部品 (1) 採用難・人件費コ
スト増 

・新規採用賃金の上昇が見られ、従来の賃金水準では新規採用が困難。人件費

が上昇する中で競争力を確保することが年々難しくなってきており、大きな課題

となっている。 

・新規雇用や雇用規模に応じたサポート。

・従業員の社会保障に関する政府支援な

ど。 

 

 


